
生活者のサステナビリティーへの意識も

サステナブルな商品の購入意欲も高まり続けています。

こうした生活者の要求に応えることを企業は求められており、

サステナビリティーへの取り組みが企業の成長の

源泉となっていることが IBVレポートから見えてきました。

日本とグローバルの生活者の意識と行動の違い、

生活者が求めること、そして企業が取り組むべきことへの

示唆を導くIBV レポート4本から

サステナビリティーに関する事実をまとめてご紹介します。

サステナビリティー推進のヒント 
2022
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サステナビリティーへの関心と行動 :日本とグローバルの傾向

サステナビリティーのための活動

すべての世代でショッピングバッグの再利用やリサイクルなど
生活に密着した身近な活動を行っている人が多い。
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日本では、意識も若い世代より年配世代の方が高い。
70代は関与と関心の差が 14pt、 20代は 5ptとなっており、年配世代は関心が高いが
行動につながりにくく、若い世代は関心を持ったら行動していることが窺える。

日本では、若い世代より年配世代の方がサステナビリティに
関与しているとの回答が多い。

グローバルでは、Z世代・ミレニアル世代が積極的に
サステナビリティーを推進する傾向がみられる。

出所：「Withコロナ時代の成長戦略」�

出所 : 	*「消費者はすべてを求める」調査データ
	 **本調査では、Z世代を18～26歳、ミレニアル世代を27歳～41歳、ブーマーズを57歳～75歳と定義　�

	 「消費者はすべてを求める」

https://www.ibm.com/downloads/cas/ZXGDV6JW
https://www.ibm.com/downloads/cas/0DN9ZLL2


生活者の購買意識と実際の行動にはギャップがある
環境を守る商品に割増料金を支払いたいと消費者が答えていても、 それが実際の購買行動につながるとは限らない。

サステナブルブランドには、
割増料金を支払ってもよい

サステナブルブランドで
購入している

環境負荷低減のためなら
購買習慣を積極的に変えたい

62%
サービス サステナブルな

トレードオフ
従来商品と
同程度の価格

生活者の行動変容を促す3つの要素

31%

50%

出所：「消費者はすべてを求める」

https://www.ibm.com/downloads/cas/0DN9ZLL2


生活者がよりサステナブルな商品を購入しやすくなるために重要な要素には、 他の商品と同等の価格、
より高い品質、分かりやすさなどが挙げられる。

他の商品やブランドと
比べて品質が良い

他の商品や市場価格と
同等であること

品 質価 格 入手のしやすさ 商品の調達元、
生産地、製造
場所の情報

充実した
品揃え

情報の
わかりやすさ

35% 32% 20%

健康やウェルネ スへの
メリットが分かりやすい

社会的責任にどう貢献
するかが分かりやすい

使い終わった商品の
再利用、返品、リサイクル
の仕方について、 
詳しい情報がある

21%

サステナブルな商品を購入するときに重視すること

出所：「消費者はすべてを求める」

https://www.ibm.com/downloads/cas/0DN9ZLL2


企業は生活者が購入する意図があることと、実際に購入を決める基準が違うことを認識している。
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Q. 貴社がサステナビリティー目標を実現する上で、最大の障害となる課題は 何ですか？ 

 

企業が考えるサステナビリティー推進の障壁

出所：「サステナビリティーは変革を引き起こす「カタリスト」である」

https://www.ibm.com/downloads/cas/9EPM6VQK


10%
20%弱

サステナビリティー の
進捗状況を測定する独自の
指標を定義している企業

進捗状況を測定するための
組織的な業績評価基準を
設けている企業

生活者が求める情報を示すには指標が必要

明確に定義された指標がなければ、企業が進めるサステナ ビリティーの状況を評価できず、顧客に伝えることができない。

サステナビリティーに関する指標を持つ企業は少ない

出所：「サステナビリティー経営、不可避の現実」

https://www.ibm.com/downloads/cas/GNRQZBOE
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先駆者はサステナビリティーへのコミットメント、その有効性、デジタルとの統合が進んでおり、
収益成長指標が最も高い。
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サスティナビリティーのタイプ

収益成長指標 （2017 年を100とする）サステナビリティーのタイプ 4 類型の共通点まとめ
先駆者

努力家

停滞者

傍観者
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Q. 上記の各テクノロジーはサステナビリティー目標を進める上で、どの程度重要ですか？
 （数字は、1=まったく重要でない、5=極めて重要とする5段階評価での4と5の回答合計の割合）

調査結果から導いた共通点を基点に、企業を4つのサステナビリティータイプに類型化した。

サステナビリティー推進企業の業績は高い傾向にある

出所：「サステナビリティー経営、不可避の現実」

https://www.ibm.com/downloads/cas/GNRQZBOE
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Q. 上記の各テクノロジーはサステナビリティー目標を進める上で、どの程度重要ですか？
 （数字は、1=まったく重要でない、5=極めて重要とする5段階評価での 4と5の回答合計の割合）

指標を持つためには、テクノロジーを活用した分析を行うことが重要であることが窺える。

テクノロジーでサステナビリティーの目標を推進
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出所：「サステナビリティー経営、不可避の現実」

https://www.ibm.com/downloads/cas/GNRQZBOE


ノルウェー全土のサーモン養殖場から
IoTセンサーでデータを収集

分析したデータはダッシュボード化され、
利用者の分析と判断をサポート

IoT センサー IoT センサー IoT センサー IoT センサー

AquaCloud

AI で分析・
モデルづくり

Cognos AnalyticsAI

データ
ウェアハウス

サステナビリティー推進のためのデータ活用：

水中の命と環境を守る AquaCloud*

*AquaCloud は The Seafood Innovation 
Cluster と IBM が共同で開発したプラット
フォームで、ノル ウェー全土のサーモン養殖場か
らデータを収集し、データの 匿名化と集約を
行っている。具体的には海シラミの発生が予測
を行い、養殖業者による海洋環境悪化の予防対
策に一役買っている。

出所：「サステナビリティー経営、不可避の現実」

https://www.ibm.com/downloads/cas/GNRQZBOE


欧州では複数企業が合同でサステナブルな商品
であることを判断するための4つの指標を表す
ラベルを導入。このシステムの活用で、より良い
サステナブルスコアを目指した食品業者の製造
プロセスの改善が期待されている。

4 つの指標
● カーボン・フットプリント
● 使用水量
● 水質汚染
● および生物多様性

サステナビリティー推進のためのデータ活用：

食品メーカーの環境ラベル

A
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O IMPACT 

EC
O IMPACT B C
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出所：「サステナビリティー経営、不可避の現実」

https://www.ibm.com/downloads/cas/GNRQZBOE


IBM Institute for 
Business Value

引用レポートとその調査概要

Withコロナ時代の成長戦略：IBM Future Design Lab. 生活者動向・DX 受容性調査：第 1 回調査を 2020 年 8 月、第 2 回調査を 2021 年 9 月に、日本全国 20 〜 70 代男女、 
調査パネルから人口構成比に準じた無作為抽出で選定した 2,064 名を対象にインターネット調査を実施した。

サステナビリティー経営、不可避の現実：世界 24 カ国の消費財・小売業界のビジネス・リーダー 1,900 名を対象に調査を実施した。

サステナビリティーは変革を引き起こす「カタリスト」である：2021 年 7 月から 9 月にかけて世界 32 カ国、1,958 名の企業経営層を対象に調査を実施した。

消費者はすべてを求める：世界 28 カ国の 19,100 名を対象に調査を実施した。

With コロナ時代の成長戦略 サステナビリティー経営、 
不可避の現実

消費者はすべてを求めるサステナビリティーは変革を 
引き起こす「カタリスト」である

Expert Insights

Withコロナ時代の成長戦略 
顧客主導で推進する事業の再構成／ 
リインベンションの実践
IBM Future Design Lab.が提唱する、 
次世代の顧客リレーション・モデルの解説

サステナ 
ビリティー経営、 
不可避の現実

消費財・小売業界の 
経営層に突きつけられた、 
事業継続への課題とは

Research Insights

消費者は 
すべてを 
求める：
オンラインとリアルを融合した 

「ハイブリッド・ショッピング」、 
サステナビリティー、 
自分の価値観にあった 

「パーパス・ドリブン」なブランド

Research Insights

協力：

Research Insights

サステナ 
ビリティーは 
変革を 
引き起こす 

「カタリスト」 
である

先駆者は志を行動に変える
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